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加西市都市計画マスタープラン 

「第 1回 地域まちづくりワークショップ」 
 

 

１ 日 時：令和 4年 8 月 30 日（火）19:00～21:30 

 

２ 場 所：加西市民会館 3 階 小ホール 

 

３ 参加者：22 名（A班・北条：7 名、B班・加西：8 名、C班・泉：7名） 

 

４ スケジュール： 

時間 内容 

19:00～19:05 １．開催あいさつ 

19:05～19:20 ２．全体説明 

・まちづくりワークショップについて 

・都市計画マスタープランについて 

・未来のまちづくりワークショップについて 

・本日の進め方 

19:20～20:45 ３．ワークショップの実施 

・自己紹介 

・ターゲットとプレイスのピックアップ 

・地域の良いところ、改善すべきところ 

・地域をより良くするために/地域課題を解決するために 

20:45～21:30 ４．全体発表とフィードバック、全体統括と閉会のあいさつ 

 

５ 配布資料： 

・次第 

・ワークショップ説明用資料（第 1 回地域まちづくりワークショップ） 

・地域カルテ 

・地域資源（施設等）の分布、市内の拠点性評価図面 

・ターゲットとプレイスの一覧 
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６ ワークショップの概要： 

市民 22 名が参加し、A班・北条、B 班・加西、C班・泉の 3班に分かれて「地域まちづく

りワークショップ」を開催した。 

都市整備部・北川部長による開会あいさつ、事務局による都市計画マスタープランと 5 月

に開催した「未来のまちづくりワークショップ」についての説明、及び今回のワークショッ

プの進め方の説明に引き続き、各班に分かれて、次のステップでグループワークを行った。 

 

ステップ①「ターゲットとプレイスのピックアップ」 

参加者 1 人ずつが、地域の中で課題があると直感的に思う「人

（ターゲット）と場所（プレイス）」をピックアップし、何故それ

を課題として認識しているかを各自が発表しながら討議した。 

討議を通じて、世代間の課題認識の差異や共通性も確認した。 

 

ステップ②「地域の良いところ、改善すべきところ」 

ステップ①で確認した課題も含めて、地域の良いところを「青

色の付箋」に、改善すべきところを「赤色の付箋」に記入し、机上

のワークシートに貼付した。 

貼付後に記入者がそれぞれの内容を発表、討議し、共通性のあ

る項目のグループ化や、該当する場所が示すことができるものは

別紙の地図に対応する番号を記した。 

 

ステップ③「地域をより良くするために/課題を解決するために」 

ステップ②での意見を踏まえ、地域をより良くするために/課題

を解決するために何をすべきか、具体的に必要と思う施策や「こ

んなことが出来たら良い」と思う取組などを「緑色の付箋」に記入

し、ワークシートの各項目に対応するよう貼付した。 

貼付後に記入者がそれぞれの内容を発表し、追加意見の確認や、

グループ化した項目の見出しの検討について討議した。 

 

 

1 時間半程度、グループワークを行った後、各班での討議結果や、その結論に至ったプロ

セスなどについて、泉、北条、加西の順に全体発表した。 
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＜まとめとフィードバック、全体統括＞ 

発言者 内容 

各班のまとめとフィードバック 

C 班：泉 

発表者 

 

泉町になりますけれども、地域の良いところは、加西インター付近に産

業団地があります。それに、宇仁では空き家対策の取り組みをしていま

す。特別指定地域の制度の活用は、宇仁が出来ている。新規移住の地域が

あるのも宇仁が取り組んでおられます。 

それをもっと良くするにはどうしたら良いかということで、さらなる

特別指定地域の規制緩和で定住促進をしたり、制度の理解を進める土地

活用を、もっと有効にしてみようかなと。それによって新規移住者の声を

聞いて、いろんな意見を取り入れてもうちょっと進んでいけたら。 

道路、交通の良いところは地域主体型の交通に取り組んでいます。宇仁

ふれあいバス、日吉のひよタク、在田地区でもそういうのもしようかなと

いうことで、西在田ははっぴーバスがあるので、そういう交通を進めてい

ます。それをもっと良くしていくには、小学校区の垣根を超えた運営にし

て、泉校区全体で取り組んでいけばどうかという案が出ている。後、乗り

入れに関しては、北条までは行けないということがあります。神姫バスさ

んとの絡みはあるが、最終的には北条まで乗り入れ出来たら、もうちょっ

と地域の交通のバスが良くなるのではないか。 

公園、緑地については、播磨中央公園があります。 

自然の環境景観については、泉は自然豊かでホタルが西在田に多くい

るので、ホタルを見てもらうために観光できるように整備をして、来ても

らう時に車を止める場所も整理したらどうか、一定のルールを決めて多

くの方に来てもらったらどうか、などの意見がでました。 

防災については加西市全体に言えることですが、災害が少ない。後、消

防団が活躍している。消防団についても、もうちょっと良くするには町単

位ではなく、もう少し大きな範囲で一緒になって活動して消防団の維持

が出来るようにしたらどうか。 

地域で改善したいこととして、土地利用では、放棄田が多い、家が建て

にくいということがあります。放棄田をどう有効活用するのかというこ

とで、放棄田を町の人らに貸したらどうかという意見も出ました。 

うちらの方で一番の課題は道路交通で、市道なんですけれども道路幅

が狭い、なかなか整備が出来ていない、傷んでいるということや、小・中

学校の通学路が狭いということで悩んでおります。それを改善するには、

計画的に市道の整理をしてもらったら、もうちょっと道も良くなって通

学路も広くなるのではないか。 

公園については、身近に公園がないので、泉のよつば子ども園、北部公

民館の下あたりに思い切って公園を作ってもらったら、そこらに子供ら

が寄って来るのではないか。 

自然の環境について、どこも一緒だと思いますが、太陽光のパネルが出

来てますので景観が悪くなっています。太陽光の設置について規制をし

て、自然の景観等にも配慮したところでしてもらったらどうか。 

防災では、加西市自体が災害が少ないところなので、災害時に対しての
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避難場所の確保とか、防災備品の倉庫が各校区でもありません。具体的に

いつどこでどういう災害が起きるか分からないので、思い切って備蓄倉

庫を建てて、そこに避難場所も確保して災害に備えたらどうかという意

見が出ました。以上です。 

フィードバック 

釼持氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問者 

 

 

発表者 

 

 

 

質問者 

 

発表者 

 

質問者 

 

発表者 

 

 

 

 

質問者 

如何ですか。聞いていて他の地域から見た時に、何か特徴みたいなもの

を聞いてみたいことはありますか。うちの地域でもこんな話が出たなと

か。 

地域によって意見が違ったりとか、活用する資源が違うと思うんです。

今、お話しいただいた中でも、町の課題に対して、放棄田とかって、この

地区はかなりあるかもしれない。防災の備蓄庫や避難場所が必要みたい

なニーズ、これを結び付けられるなあと思う。 

例えば、自分たちの地区でも、ニーズがあるものの場所がないといった

ような課題は、他の地区で充填出来る可能性があるのかもしれない。各地

区で出てくる特徴、使えるもの、これをシーズと言ったりするんですが、

自分たちの地区のニーズのシーズ、ネタ、種になるんじゃないかという視

点でも、他の地区を見ていただけると、地区間の連携とかも出来るように

なるのかなと思いました。 

ホタルがいるというのは泉地区の特徴だと思いますが、そういう地区

も加西市にはある。戦争遺産とかのお話も出ているところもありました

けど、そうではない、自然関係で他の町にはないものもあるのかな。 

こういったところも少し心の中に止めておいていただいて、違う町で

シーズなり、こういうのも頭の中に入れておいていただければなと思う。

網羅的に課題が出て来たと思う。 

 

言われていた、乗り合いバスの改善。北条の街へ乗り入れできないのは

何故か。 

 

車では行けるんですけれども、神姫バスさんが路線を持っていますの

で、神姫バスさんが通っている路線のところは基本的に行けないという

決まり事があるようです。 

 

神姫バスの路線以外の場所、道を通って行けば問題ないのでは。 

 

それでも北条へは乗り入れ出来ない 

 

出来ないのはなぜですか。 

 

神姫バスさんが通って良いですよと言ってくれたら、北条まで行ける

んですけども、それを規制緩和してもらえたら、北条まで、市民病院に行

けますし市役所に行けるしということで、それをうちの課題でお願いし

たい。 

 

それは市の方針ですぐに変わらないのですか。 
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発表者 

 

釼持氏 

 

 

それが出来たら良いのですけども、難しいようです。 

 

ありがとうございます。そんな感じで、色々な地区の発表を聞きながら

自分たちのニーズも満たせるのではないか、ヒントにもなると思います

ので、そういった視点でお願いします。ありがとうございました。 

A 班・北条 

発表者① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表者② 

 

 

 

 

 

 

泉町さんと被ることが多々あるなと思った。 

北条の特徴として旧市街地が他にはないところだと思う。旧市街地で

良いところは、イベントがあったりとか、北条町の中では生活に必要とな

る施設が、イオンさんなどスーパーもそうですし、そういうのが揃ってい

る。 

地域の良いところをもっと良くするには、主婦の方からの意見で言う

と、コストコが欲しい、専門店とか特徴のある施設が欲しいという意見が

出た。 

旧市街地では、北条コンネというイベントがあったり、今では「O Cha 

no Ma」さんで出店されたりもある。しかし、そこへ行く時に駐車場がイ

オンしかほぼないので、駐車場があれば、もっと利用しやすくなるのでは

ないかと思う。 

泉町さんで出た消防団の話ですが、僕も消防団に入っていまして、うち

の町はそうでもないが、他の町を見ると高齢化が進んでいる。なかなか出

たくても出られないという文句を言っている人がいる。 

そこに関しては、まず、消防団に若い人が入りやすくするように、今で

言うと操法と礼式がなくなるかも知れない。決まっているか分からない

が、なくなることで消防団に入りやすくなったりとか、隣の姫路市さんで

は、女性が消防団に入っているところもあるので、女性がこの地域の消防

団に入れる環境作りをしていくと、女性も入ってくるのではないかとい

う意見もあった。 

 

旧北条町には賀茂とか色んな田舎の土地もあるが、法華山とか善坊山

とか自然が一杯あるが整備がされていない。キャンプ場の整備をしたり、

小川の整備をされて、子供たちを巻き込むことできれいに整備されてい

くと、もっと良くなるのではないか。 

高齢化、少子化という問題が上がり、多世代が絆を作ることで防災とか

孤独とか、色んな問題を解決することが出来るのではないかという意見

が出ました。 

フィードバック 

釼持氏 

 

 

 

 

 

 

いろんなことが出ていて、特徴的なところ挙げていただいたと思う。 

旧市街地、いわゆる一番「街」になっているエリアというふうに捉えら

れていると思うが、そこに駐車場がないとか、一番発展しているのであれ

ば、もう一段上の開発、特徴付けとか、コストコの話もあったが、もう一

段上の街に発展していって、市全体を引っ張っていく役割になるのでは

ないかという話だった。 

如何ですか。この話を聞いて、逆に北条地区に期待するものなど、この

地区からするとこういうものがあるんだけどどうかな。あるいは、駐車場
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質問者 

 

 

 

 

 

 

 

釼持氏 

 

 

参加者 

 

 

 

釼持氏 

 

 

 

 

 

 

質問者 

 

 

 

 

 

 

 

釼持氏 

 

の問題や交通の問題、うちの地区だったらこういうニーズと組み合わせ

られるのではないかなど、何か思うところある方、いらっしゃいますか。 

 

交通ですけども、下里では「はつらつツアー」があり、老人で買い物や

病院にいけない人には、ボランティアで送り迎えしています。 

今、言われましたように、北条に乗り入れできないということが本当に

ある。そういうことを廃止してもらったら行けるが、それはなかなか難し

くて出来ない。 

善坊山は、週に一回、登山道の整備をしています。だから県外からも大

勢来ていただいている。 

 

先ほどの、泉地区のバスのお話。地区ごとの事業者の問題なんですか

ね。事業者が地区単位でしてしまっている問題があるのか。 

 

地域主体型交通を取り組んでいるので、その単位を小学校区で考えて

もらっていることがある。旧泉町の方だと、すぐには難しいかも知れない

が、将来的には旧泉町全体で路線を考えられたら良いという話だった。 

 

特に、他の地区にも接続する必要がある、そういうニーズがある。これ

はたぶん違う地区からも出てきた話なので、もしかしたら何か大きな課

題なのかも知れませんね。 

その他、話をしていて例えば、北条地区からその地区のこのネタ、ある

いは場所とかを、何か使いたいなと思ったようなこととか、あったりとか

されますか。 

 

地域主体型の交通ですけれど、北条町の人が神姫バスとはっぴーバス

とか、宇仁のふれあいバスとかを活用して、播磨中央公園とかぽかぽ温泉

にも行くことが出来ます。 

今、周辺から北条へ行く努力をしているが、逆に北条の方が、ちょっと

播磨中央公園に行こうかという形でも利用出来る。西在田の山の方の環

境を見に行ったりも出来る。そういうふうに、双方の行き来が出来たら良

いなと思う。 

 

外側にも来て欲しいというお話ですね。ありがとうございます。 

地域ごとの課題が違う部分があるのと、共通して出てきているのは、今

のところ交通。特にバスは、もしかすると今の取組のフェーズではないの

で、市側としては、もしかしたら痛いところを突かれているのかも知れま

せんが、やはり生活者の利便性のところでいくと、地区同士の繋がり。こ

れもやはり課題として出てきているのかなと見て取れる部分。 

その他、観光、町の機能、町にどんなものが欲しいなど、ぜひ他の地区

からもどんどんニーズを出していく。町に住んでいる方たちだけではな

く、行くならこういうものが欲しいという部分も含めて、どんどん声を上

げて欲しい。そうすれば方向性が、テーマが出てくる。そういった形で北
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条に対して発信していくのもありかなと思います。 

B 班・加西 

発表者① 

 

まず中野が、開発がスタートして良い感じの市街地になってきている。

そこで、小さな北条みたいにならないように、独自の発展をしていっても

らえたらというのが 1つある。 

この地区の良いところは、例えば、戦争遺産、鶉野飛行場、俘虜収容所

をはじめ、あびき湿原とか玉丘古墳など、面白い場所が点在しているが、

それが面になっていないという話がある。 

ちょっと交通の話と絡むが、そういうところがお互いに繋がっていっ

て面的な広がりになれば、この加西町というところが、もっと面白くなる

のではないか。 

その中で飛行場の有効利用としては、今、イベントをやったり、気球の

スタート地点になっているが、もう少し、あの広さを利用して、例えば、

ドローンや空飛ぶ車みたいなものを離着陸させるとか、観光利用じゃな

い活用の仕方があるのではないか。 

次、やはり空き家が一杯あって、それが上手く活用されていない。既存

のストックの空き家を活用するために、まずは空き家の所有者さんに、今

日来ていただいているような地域のまちづくり協議会の方から、ちゃん

と市に、空き家バンクみたいな制度があったりとか、補助が使える制度が

あるから、もう少し有効に活用してはどうかを発言してもらうのが、結構

重要ではないかという話が出た。 

後は、どこも出ていると思うが、自動車だけの交通の道路になってい

る。そこで、歩く人、自転車などを利用している人に、良い道路と言うか

自転車が乗りやすい道や、歩きやすい歩道を整備していくことが必要で

はないか。 

最後に世代間交流。前回のワークショップの最終的なテーマにも出て

いたが、やはり横の繋がりしかないので、縦の繋がりみたいなものが出る

ようなそういう場所というのも、お互い作っていければと思う。 

フィードバック 

釼持氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問者 

 

 

 

 

 

発表も後半で、重なる部分もあったかと思うが、やはり加西町の色々な

戦争遺産、観光資源。おそらく加西市が前面でアピールしている資源関連

の集中しているエリアなので、特徴付けはその方向でもちろんやってい

くのが課題だと思う。 

それ以外にも、特徴付け、小さな北条にならないようにということが、

すごく印象的だったと思う。それ以外にも、何か特徴付けをしていく意思

を感じる発表だった。 

この加西地区に対する何か期待、あるいはこういう連携が出来るので

はないかみたいなところ、他の地区から思うところはあるか。 

 

鶉野飛行場が今すごく、色んなニュースで言われているぐらい結構有

名だと思うが、子供たちがあれを見た時に、どういうことが学べるのか、

教育的にも使っていただけるとすごく嬉しい。絶対に忘れてはいけない

ことだと思うので、子供たちにきちんと継いでもらえるような施設にな

れば良いと、親として思う。 
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釼持氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問者 

 

 

 

 

 

発表者② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

釼持氏 

 

 

最近の観光のニーズで行くと、ニューツーリズムと言われているもの

の中には、ブラックツーリズムという、いわゆる戦争の記憶などもしっか

り見せていくものがある。さらに言うと、エデュケーションツーリズムと

のつながりも、かなり出てきている。 

旅に行くのであれば、何かを持ち帰りたいというニーズ。これはおそら

く、地区の子供さんを抱えてらっしゃる親御さんたちのニーズでもある

と思うが、都市部の観光客のニーズというものにも、だんだん大きくなっ

てきている。この辺の観光の見せ方、単に楽しく見せるだけでなく、教育

とのつながりみたいなところも、もしかしたら今の開発の流れではない、

新しい特徴付けとしての方向性としてあるのではないか。そんな質疑だ

と思う。 

 

興味が湧いたのは体育館。これはどういった経緯で体育館を欲しいと

いう意見が出たのか。僕も若い人間として大きい体育館が欲しいと思っ

たことは何度もあり、今の勤労体育館ではちょっと小さいかなと思うこ

ともあった。 

どうして大きい体育館が欲しいという意見が出たのかを聞きたい。 

 

体育館が加西市にはないという声をいろんな方から聴きます。主人が

実際にスポーツをしていて、大会は他所の市に体育館を借りないといけ

ないということもある。 

ちょうど加西市が、皆さんもご存知だと思うが中学校の統廃合の話を

している。既存の中学校の体育館は、勤労体育館よりも綺麗だと思う。そ

ういうのも含めて統廃合を考える中で、市が新しく建てるとかなりの予

算なので、有効利用という部分で、何でも新しいものを建てるというわけ

ではなく、あるものを上手く使っていく。体育館も地域に何個かあれば、

何ヶ所でするとか可能であるのではないか。 

ただ単に、何でも建てると言うよりも、ないものをどうにかするという

のも 1つの考えということで、こういう意見が出た。 

 

他の地区では出ていなかった話などでも、自分の地区でも何か、先ほど

の、例えば利活用する話も、もしかしたら取り入れられるアイディアかも

知れない。そういう目線で見ていただければ良いと思う。 

後、ここのグループは、もうはっきりと世代間交流の場の創出を言われ

ている。 

全体統括 

釼持氏 

 

今日、グループ内で、たぶん普段なかなか接しない世代の方と接された

のではないか。お話を聞いているだけでも、世代が抱えている、有効活用

できそうな資源、空き家が実は自分たくさん持っている、畑があるなど、

こういうニーズがベテラン世代ではある。逆に、そこに対して、アイディ

アを入れられる、シーズを入れることが出来る若い世代の方たち。たぶ

ん、これは色んないろんなマッチングが行われていると思う。 

まさに言われていた世代間交流をすると、その辺の若い方が、こういう
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ことをやりたいも場所も、まだお金もちょっとないことに対して、それな

らば、こういうものを協力することが出来る。こういう持っているものを

活用してもらったらどうか。こういうことが生まれてくるのも、この多世

代間交流のかなり具体的な、いわゆる世の中の流れで言うビジネスマッ

チングみたいなことだと思う。 

これは絶対に同世代間だと、なかなか共有出来なかったりとかする課

題、若い世代の方たちのお金の問題、マンパワーの問題とかがあるので、

ぜひ多世代間交流をすることで、色んなニーズやシーズの交換が出来た

と思う。若い方たちからも、シーズを与えることが出来たと思うし、ニー

ズをいただくことも出来たと思う。さらに、地域ごとに見ていくと、おそ

らく地域間でもニーズとシーズを補完しあえる関係があると思う。例え

ば、駐車場が足りないという問題に対して、場所ならあるなどという地区

もたくさんある。 

そういう視点で、世代間、いろんな地域を繋いで考えていくことが、こ

れからは重要になる。私はこのワークショップを見ていて、非常に思った

ことで、加西市という大きな 1 つのものとして見ようとすると、なかな

か見えない課題や具体的なニーズ、あるいは地区ごとの場所や土地、いわ

ゆるシーズ、活用出来そうな種が具体的に、かなり見えてきたのではない

かと思う。これを、ばらばらに発展させても、やはりばらばらなものにな

る。今度はこれを如何に横串で通して行くか。そういった視点も必要にな

ってくるかと思いますが、今日のワークショップを通じて、色々なニーズ

とシーズの交換が出来たのではないか。これこそがまさに多世代間交流、

多様な人材、多様な地区で話し合っていくことの利点だと思う。 

ぜひこの流れで、まずはニーズとシーズを一杯洗い出してみて、自分た

ちの地区だけ、あるいは世代だけでは解決出来ないことを交換しあいし

ながら解決していく、方向性を見つけていくということに、何かすごく可

能性を感じたワークショップだった。 

このまま色々と情報交換を。世代間または地区間で交流を続けていく

と、おそらく市側も痛いと思うような、本当に規制緩和をしなければなら

ない、あるいは規制自体を変えなければならない課題が、市民の声として

見えてくるのではないか。交通の問題とか今日ありました。その辺をどん

どんぶつけて行くと、より良い町になるのではないかと思う。 

少しまとめになるが、シーズとニーズ、世代間でも見えてくるもの、地

域間でも見えてくるものがある。こういったことを今日、頭に入れて持ち

帰っていただき、また色々な地区の生活のなかで見ていただければと思

う。 

司会（戸田） 発表どうもありがとうございました。お疲れさまでした。 

今回、初めて多世代の方々を、あえて集めてお話をした。あるテーブル

では、それを若い人から聞きたかったという声を発せられた方もおられ

た。例えば、若い世代の方が地域に入っていきたいけれども、今の仕組み

のままでは、やはりなかなか入りづらい。だけど、協力はしたいという方

もたくさんおられる、そういう感じがした。 

だから、変えていくべきところと守っていくべきところを見極めて、若
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い方にも入っていただけるようにすると、どんどん色んな活性化が生ま

れてくること、可能性を感じた。私もこういうワークショップをかなり経

験はしているが、今回のように多世代でやったのは初めてで、それは加西

市さんだから出来たのではないか。この仕組みがこれからも加西市に根

付いていくと、良いまちづくりになるのではないか思う。 

少なくとも、9 月 27 日、次回の予告みたいになるが、この枠組みで行

かせていただく。今日は結構、時間が押したなかで、色々とたくさんご意

見をいただいたが、寝て起きたら、あれも言いたかったこれも言いたかっ

たと、たぶん出て来る。これを私たちがまとめた上で、さらにもうちょっ

と、意見を追加していただく時間を設けたいと思う。1ヶ月ぐらいあるの

で、その間に意見を言いたかったことを貯めておいてください。 

その時に、キャッチフレーズみたいなものを考えていただいて、どうい

うキャッチフレーズが良いのか、個性のある、どこの地域にもないものを

前面に押し出したようなキャッチフレーズが良いかと思うが、そういう

ものを考えていただいたり、今、地図に番号を落としているが、課題とか

良いところを大まかに落としている。これをさらにどういうふうにして

いけば良いのか、皆さんで図を作って考えていく、提案マップというもの

を作る。 

これをベースに都市計画マスタープランという公の書類のところに、

載せ替えていく作業を我々がするが、その元となるものを皆さんに作っ

ていただくという作業をしていただきたいと思う。それ自体は、引き続き

同じファシリテータが担っていきますので、アイディアをとにかくどん

どん出していただくというお手伝いを、我々、させていただきたいと思い

ますので、また次回もご出席いただける方は、ぜひ出ていただきたいと思

っている。よろしくお願いします。 

以上 
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【A班・北条のワーク結果】 

ターゲットとプレイスのピックアップ 
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カテゴリー 地域の良いところ
地域の良いところを

もっと良くするために～

土地利用

市街地整備

道路・交通

公園・緑地

自然環境

景観

防災

その他

ワークシート（北条町）

地域の改善したいところ
地域の課題を

改善するために～

生活に必要となる施設が揃っている

旧市街地→区画整理等大手術が必要

市街地区画内の未利用地の開発

農協の跡地に住宅、誘致をする①

廃校中学校の跡地利用⑥

市への改善要望

様々な世代が楽しめる公園、体験が
できるところが欲しい

可能区域の設定

太陽光設備の割に電気代が安くなっ
ていない。市民は安くして欲しい

ハウスや畑の上に太陽光パネル

交流を目的とした防災訓練があると
参加しやすく交流を持ちやすい

女性消防団

消防団を入りやすくする

困り感のある親や子たちが集まる場所が欲しい

縦のつながりができるように世代間交流が欲しい

３世代交流（防災、高齢化、孤独がなくなる）

３世代運動会

農村公園を作ったが利用者が少ない⑦

統廃合で使わなくなった土地、建物が目立つ⑥

旧市街地の道路が狭い

一方通行が多い③

柏原建設から加茂小学校までの道が登下校時、
とても危ない②

三口→下里小学校⑤

北条高校への通学路の交通量が多いのに狭い
（玉野倉谷線）①

北条鉄道の利用率が低い 通学路が狭い④

公園がない

太陽光⑧

消防団の高齢化

特に大きな災害がないため、
いざという対応ができない

個々の危機感がない

旧市街地でのイベント

北条鉄道がある

丸山公園がある⑧古法華自然公園キャンプ場

善坊山→笠松山①

法華山一乗寺②

自然がいっぱい

各地区に消防団がある

特産のぶどうの販売が盛ん⑦大きな土地がある⑥

加西サイサイまつり⑤節句まつり④

農地など子供達が手伝えば充実して仕事ができ
るところが多い

コストコ

専門店等、特色のある施設の誘致で活性化してほしい

駐車場が欲しい（旧市街地）②

北条鉄道の切符をICOCAで買えるようにしてほしい

丸山公園で大きなイベントがしたい③

キャンプサイトの整備⑤

古法華自然公園キャンプ場を有料化してはどうか④

自分の持ち物だから自分だけが担う必要があると思
わず、世代間、地域間で交流したら農地活性すると
思う

ぶどうの特産を生かして加西だけのお土産を作り、
誰もが知っているものを作る

生活施設

イベント

商店

駐車場

跡地利用

通学路鉄道

キャンプ場

太陽光発電

消防団 消防団

祭り 多世代交流
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【B班・加西のワーク結果】 

ターゲットとプレイスのピックアップ 
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カテゴリー 地域の良いところ
地域の良いところを

もっと良くするために～

土地利用

市街地整備

道路・交通

公園・緑地

自然環境

景観

防災

その他

ワークシート（加西町）

地域の改善したいところ
地域の課題を

改善するために～

市街地の土地利用ができ始めた（中野町） ④

隣接市から神戸に行ける

小野市、加古川市、姫路市に行きやすい
（車があれば）

大きい道路が通っている

玉丘古墳が子供たちの良い遊び場になっている③

のどかでサイクリングが楽しめる②あびき湿原①

溜め池等自然が多い田園都市

鶉野飛行場戦争遺跡歴史遺跡遺産が多い

第一次、第二次世界大戦の戦争遺産が存在する⑥

風水害等の自然災害が少ない平穏な地域

ぶどう 農家さんも頑張っておられる方が多い

地域（村）に対してポジティブ

人口は加西市でも多いほうだと思う

外からの人、情報に寛容

小さい北条にならないような開発を

飲食店の誘致、住宅地の開発

農家さんが個々ではなく全体的につながるとよい

人と人とが繋がっていけば

もっと魅力的な町になる

歴史をめぐるコース（歩き・自転車）と
飲会・ホテル

どんな道があるかPR・発信する

第一次世界大戦遺産→青野原収容所の整備・PR

観光マップを作る

人も車も集まれる広場

（中心が駐車場ではない）

空き家から廃墟になる対策がない

まだまだ利用できる状態の空き家の増加

富合会館の改修・整備

農地の再整備がしたい

飛行場の有効利用⑤

ねっぴ～号の便数が少ない

脱！マイカーがないと生活できない町

自転車での移動に適していない②

富合小学校の前の道路が狭い

東西・南北の大きな道路整備西村医院の交差点③

大きい体育館が欲しい体育館が小さい

危機感を持つ、平穏な地に住んでいるため平和ボケ
している

地域でのコミュニティの欠落

役職リーダー不足

住民の減少子供がいない子供の減少

鉄道を撮りに来る人に対しての商売④

閉鎖的な面がまだ強い

富合会館を富合地区の憩いの場とする

空き家の利活用を所有者にもっと話してほしい

飛行場の観光だけでない利活用

地域と鉄道の連携

歩ける町、歩きたくなる町

歩道に幅をもたせる、歩行に補助、通学時の安全

都会の方の田舎体験の宿としたい（富合会館）

中学校の統廃合後の体育館の利用新体育館の建設

交流の場を作る

世代間の交流の場を作っていく

地域間連携が容易 人と車が集まる広場

遊び場

自然

歴史

農業

寛容な地域

少子化

空き家

農地

既存ストックの利活用

整備 歩道整備

玉丘古墳の駐車場が狭い①

体育館 体育館の新設・利活用

世代間交流の場の創出

中国自動車道が

利用しやすい⑤
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【C班・泉のワーク結果】 

ターゲットとプレイスのピックアップ 
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カテゴリー 地域の良いところ
地域の良いところを

もっと良くするために～

土地利用

市街地整備

道路・交通

公園・緑地

自然環境

景観

防災

その他

ワークシート（泉町）

地域の改善したいところ
地域の課題を

改善するために～

新規居住者の地区がある（宇仁） ②

特別指定区域の制度活用（宇仁）

空き家対策の取組み（宇仁）③

インター付近産業団地①

地域主体型バス交通の取組み（宇仁）

はりま中央公園④

ホタルが見えて夏は涼しい⑤

自然豊か

消防団

泉は災害が少ない

新規居住者就農者の声を聴く

制度の理解を進める（土地利用）

さらなる規制の緩和による定住、促進

直接北条に行くバス

地域一体で連携したバス運営

よつば子供園付近に公園を作る①

ホタル観光のための車を止める所や
サイン、ルール決め②

消防団の負担を減らす、合併

若い世代が移住しにくい

区域指定が住宅地の間にある

住宅地の整備（自治区）➀

放棄田が多い

店舗等の開発がしにくい

家が建てにくい

小、中通学路の整備④ 釜坂トンネルの実現③

集落内の道路が狭い

歩道があまりない市道が痛んでいる②

道路幅が狭く、大型車の通行量が多い②

家族等で安心して遊べる公園がない

太陽光による景観の悪化害獣（畑や田んぼ）

防災備品倉庫がない災害時避難場所

いつ災害が起こるか分からない

区域指定の方法を変える

すぐに借りられる家があれば良い

貸したいと思える仕組みつくり

放棄田の有効活用

道路整備について少しずつでも良いので
予算の枠をとって実現してほしい

計画的な道路整備

太陽光への規制強化

太陽光のさらなる規制、山などの斜面地

備蓄倉庫を建てる

特別指定区域・定住促進

便利な交通 道路

地域の公園

観光 太陽光

消防団の維持 防災

防災にも関わる

観光利用
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